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Association between urinary angiotensinogen
levels and renal and cardiovascular prognoses
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1 ) uAGTは腎機能指標と相関し、 PAGTは腎機能指標およびUAGTのいずれとも相関しなかった。
2) UAGT高値かつアルブミン尿を呈する患者において、 eGFRの年間低下率が高くなっていた。
3) UAGT高値かつアルブミン尿を呈する患者群の腎・心血管系エンドポイントの発症率は他の
組み合わせの群に比し有意に高く、 UAGTとUACRの組み合わせは、腎・心血管系エンドポイン
ト発症の独立したリスク園子として同定された。
本論文は、 UAGTが糖尿病性腎症患者の腎機能低下の評価及び予測、並びに腎・心血管系合併
症の予後予測因子になり得るという新しい知見を与えたものであり、最終試験として論文内容
に関連した試問を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に値するものと認められた。
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